	第1回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：川井　さと子

	講義内容：「褥瘡対策について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：杉澤　八重子　　

	日　　時：平成19年　6月　25・26日　（月・火）　17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟　3階会議室

	内　　容：パワーポイント：褥瘡対策・予防について

　　　　　グループワーク：事例検討「褥瘡診療計画書作成」

看護計画～圧力、ズレ力の排除（ベッド上・イス下）

～スキンケア

～栄養状態改善

～リハビリテーション

・アンケート結果：当日参加者　94名（参加率58％）

　　　　　　　　アンケート提出者　94名（回収率　100％）

1． 今回の研修内容について　

　　　　　　　　　　　　　6/25           6/26

· 分かりやすかった･･･13名　　　　　10名

· 楽しかった　　　･･･10名　　　　　1名

· 難しかった　　　･･･23名　　　　　19名

· つまらなかった　･･･1名　　　　　　1名

· 無回答　　　　　･･･5名　　　　　　4名

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 褥瘡委員会の設置目的・活動内容が紹介され、他職種の人にも分かりやすかった

· 褥瘡は予防することが当たり前という事

· 予防の仕方

· 褥瘡について事例検討を行ったこと

· 普段看護業務を行っていないため参考になった

→看護がどのように褥瘡について対応しているか分かった

· 褥瘡に対しての法律があることを知り、今後自分がもっと勉強していく事が必要だと思った

· OＨスケールを使って褥瘡に役立てている事を始めて知った

· 褥瘡はつくらない事が大切ですが、出来てしまったら早めに対応する事が必要だと思う

· 褥瘡の種類

· 処置についての計画書作成

· 今後、どういったケアをすれば良いのか分かった

· 事例検討式に行ったのはケアの内容を検討する上での話し合いには良かったが、アセスメントが内容不足でやりにくかった

· 褥瘡を調べるのにマニュアルがある事

· 褥瘡の実際の写真を見ることが出来た

· 看護計画の基準や制度について知ることが出来た

· 褥瘡についての評価・診療報酬の関係

· 褥瘡や浮腫などの実際の状態を映像で見ることが出来た





３．感想


・委員会で行っている活動を知ることが出来た。


・事例検討をやるのは良かった。


OHスケールについては簡単で分かりやすいと思った。


OHスケール表の内容、評価基準が分かった。


褥瘡患者様がいない病棟だが、改めて予防について考えさせられた。


洗浄＋ゲーベン軟膏処置で少しずつだが治っていくと思う。


褥瘡のケアについてやってほしい。


・褥瘡に関して看護だけの判断でなく、適切な診断、アセスメントをし適切な処置と看護ケアが必要。


事例としてはデータが少なく進めにくいところがあったが、その前のスライドでの説明は


良かった。


もう一度この褥瘡についてやってもらいたい。結果がどうなったのか知りたい。


褥瘡の浸出液が多い時は軟膏をつけても吸収されないという事を覚えた。今後の処置で生かして


　　生きたい。リスクが高い患者様が多い病棟なので注意していきたい。


ラップ療法にどのような利点があるのかスタッフへ周知する必要があると思う。


委員会の方が積極的に処置、ケアについてスタッフへ指導していくべきだと思う。


もう少し情報が必要。身長、体重、BMI、出来ればAlb、TP、デザインの点数など。


褥瘡のある患者様はオムツ交換回数を多くしてはどうか。


看護者全員が統一したケアを行わなければならないと思った。


現在の褥瘡処置の方法が一般的かどうか含め、事例での比較も必要と思った。


知識の再確認が出来た。（わかっていること、わからないでいること）


事例検討になっていなかったと思う。


ブレーデンスケールについてもう少し詳しく知りたかった。


看護計画を作成する上で、その項目についてもう少し詳しく知りたかった。


（例：クッションはどういう方にどのような物を使用した方が効果があるのか。どのような


方にはどのようなマットが効果的なのか。など）


まだまだ知識が足りないと感じ、今後も学習が必要だと思った。


事務職員の中看護が一人だったので、他職は特に知識がある程度ないと事例検討に参加する


事が難しいと思った。


グループワークをするにはテーブルが必要だと思う。


専門職の看護計画で難しかった。


４.反省点


・　時間厳守とWizの掲示板へ載せたが、数人が約5～10分遅れた。


今後も時間厳守を呼び掛けていく。


参加者より、知識と情報がなければ事例検討は難しいと意見があった。


今後は、講師へ今回の反省点を報告し、次回の研修では改善していただく。














